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十和田火山の中湖湖底における熱水湧出を示唆する音響異常 

 

概要 

十和田湖において高分解能音波地層探査を行ったところ、中湖の湖底から熱水が湧出している可

能性を示す音響異常が認められた。十和田湖の中湖の深層水温は、5℃前後とやや温度が高いこと

が古くから知られており、それは湖底から比較的暖かい湧泉があるためと考えられてきた。そのた

め、この中湖の湖底の音響異常は熱水湧出を示している可能性が高い。また、熱水湧出は少なくと

も 100 年程度は続いていると考えられる。 

 

2014 年 9 月に十和田湖全域で音波地層探査を行い、湖底下 10～20m までの高分解能な地質構造

を得ることができた。音波地層探査は SES2000-standard(識別分解能 5㎝以上)を使用し、慣性

GNSS ジャイロセンサーと RTK-GNSS を組み合あわせ動揺補正と位置決定を行って実施した。音速の

補正に使用した温度構造は観測期間中に Minos X を使用して CTD 観測を行い取得した。 

その結果、湖全体で高分解能な地質構造が得られたが、湖最深部（水深 326.8m）がある中湖

（図１）の湖底の一部では、音波記録が途切れ湖底面とその下の成層した地下構造が見えなくなる

地点が認められ、その直上の湖水中に音響異常が認められた（図 2）。この音響異常は、活動中の海

底火山や海底の熱水鉱床から発生する熱水プリュームに起因する音響異常に類似する。そのため、

中湖の湖底で熱水湧出がおきている可能性が示唆される。 

古くから十和田湖では、特に中湖の水深の深い部分において鉛直方向の水温構造に異常が認め

られている（吉村，1930，1976；庄司ほか，1985；對馬・生魚，2024）。それは、温帯に属する深

い湖沼における夏期の水温鉛直変化は，約 100m 以深に 4℃台，200m 以深は約 3.6～3.8℃を示すの

が普通とされ，実際，田沢湖，支勿湖等ではこの様な水温の鉛直変化が観測されている（庄司ほ

か，1985）。しかし、十和田湖は深い温帯湖でありながら，深水層に 4℃以下の水温を持たず，湖底

に向かい徐々に水温が上昇し、水深 150ｍ以上の水温は、通年を通して 5℃程度であることが知ら

れている（吉村，1930，1976；庄司ほか，1985；對馬・生魚，2024）。この水温異常の原因は、湖

底部に比較的暖かい湧泉が存在するためと推定されている（吉村，1973；庄司ほか，1985；對馬・

生魚，2024）。 

このような湖水温の鉛直方向の異常もあわせて考えると、中湖で観測された音響異常は、湖底

からの熱水湧出を示している可能性が高いと考えられる。また、深水層の温度異常が 100 年間ほど

認められ続けているので、熱水の湧出は一時的でなく少なくとも 100 年程度は続いていると考えら

れる。 

本成果は、原子力規制庁「平成 26 年度火山影響評価に係る知見の整備」で行ったものの一部で

ある。 
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図１ 十和田湖と側線位置 

基図の地図には地理院地図を使用。 

 

中湖 
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図２ 音波地層探査結果 

側線は図 1 に示す。図 2 中の赤矢印の位置に熱水湧出と考えられる音響異常が認められる。中

湖湖底の平坦面上の小丘で音響異常が認められる。 
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